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１．はじめに
　小学校の英語指導においては，音楽の使用は日常的
なものになってきており，英語教育全体で見ても，英
語指導実践における音楽の潜在的価値は広く認められ
ている（石嶋1990，中嶋2000）と言えよう。しかしな
がら，小池（2003）や米山（2011）等が示しているよ
うに，日本国内の英語教育学・応用言語学といった学
術的コンテキストで見た場合，音楽と英語学習の関係
が発展的に研究されるところまでには至っておらず，
研究の精緻化・体系化が進んでいるとは言い難い。
総合的英語リスニング能力と音楽的背景の
関係解明に向けた基礎的研究
─　学習者の英語学習経験に着目して　─
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Abstract: The Relationship between general listening proficiency and musical background 
was investigated from the perspective of Japanese EFL learners with various levels of English 
learning experience. The subjects’ (n = 63) general English listening proﬁ ciency was examined 
by the listening section of a standardized English language proficiency test. With regard to 
musical background, the subjects’ fondness for school music education and out-of-school music 
activities were assessed by nine-point Likert-scale questionnaires at the elementary and junior 
high levels and from the elementary to college level, respectively. The subjects’ English learning 
experience, deﬁ ned by the amount of their out-of-school English learning from the elementary 
to college level, was also assessed by the same style of questionnaires. Data analyses, including 
principle component regression analysis, revealed: 1) that both the learners’ English learning 
experience and musical background may be independently related in statistical significance 
to general listening proficiency, although the link between musical background and general 
listening proﬁ ciency is not strong; 2) that the observation of such relationships may become 
feasible when non-linear elements such as interactions of out-of-school music activity variables 
are employed; and 3) that the predictive power of the variance of general listening proﬁ ciency 
by musical background may reach its highest level, 27% (p=.00).
Key words: EFL, listening proﬁ ciency, musical education, musical activities, English learning 
experience
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　本研究は，日本人英語学習を研究対象とした基礎的
研究と位置づけ，音楽と英語学習の間に内在すると思
われる諸関係を解明することを目的とする。下記では，
調査データの分析結果に基づき，日本人英語学習者に
関する音楽的背景，リスニング能力，英語学習経験の
３変数の関係を論じる。
２．研究背景
　音楽と言語は人間の生活に密接に関わり，人々の
様々な認知活動に影響を及ぼしている。「ミュージッ
ク」music の語源は古代ギリシャ時代まで遡り，もと
もとは広く詩歌・音楽のわかる人だけでなく学問・文
化の全般にかかわる，という意味であったと言われて
いる（呉・吉田 , 2009, p.274）。アメリカのほとんどの
大学には音楽学科が存在し，音楽専攻の学生だけでは
なく，全学部生を対象として音楽が重要な基礎的教養
科目として位置づけられている（菅野 , 2015, p.297）。
　音楽心理学・認知心理学・神経心理学等の学問分野
に目を向けると，近年，音楽と言語・言語学習の間に
内在する諸関係を解明するための研究（須藤・杵鞭 , 
2010；Rebuscht et al., 2012；緑川 ,2013等）が盛ん
に行われてきていることがわかる。例えば，Koelsch 
(2012, pp.98-155）では，音楽と言語がもつ共通点（個々
の音や単語がメロディーや句を形成し，さらに，より
大きな単位である曲や文章が作られること等）に関す
る諸相が明らかにされてきている。また，Engh (2013)
では，社会学，認知科学，母語修得，第２言語習得，
教育実践の5つの観点から言語学習における音楽の有
用性が考察され，歌を用いることにより第２言語習得
における語彙学習が促進されること等が論じられてい
る (p.118)。
　このような研究潮流の背景には，音楽と言語の脳神
経学的基盤に関してなされた発見（「①音楽でも言語
と同様に，感覚運動を処理するために特化した神経経
路が脳内に部分している。②音楽活動の種類によって
は，言語活動の際に活性化される部分の周辺，さらに
は部分的な重複が見られる。」等）があったことが指
摘されている（中森 , 2016, p.22）が，その後も音楽と
言語や言語学習の関係を解明するための基礎的研究が
精力的に行われている。
　しかしながら，音楽と言語の関係は複雑で，解明さ
れていないことも多々ある。例えば，Hallam（2019, 
p. 101）が指摘しているように，音楽的活動と読み書
き等の認知能力の間に関係があることはわかっている
が，両者間の因果関係は不明のままである。音楽活動
を行う前から読み書き等の認知能力が備わっていた可
能性もあり，音楽と関係ないところでその他の認知能
力が発達し，表面的に音楽的活動と読み書き等の認知
能力の関係が観察されることもあり得るからである。
　星野（2015, p.131）は，関連先行研究のメタ分析に
より，「長期的な音楽学習や訓練（特に個人レッスン）
が認知能力へ与える影響については，空間課題，言語
的能力（音素の識別，読解力）では肯定的な結果が認
められる」という結論を導き出している。しかしなが
ら，Rauscher（2009, p.251）も指摘しているように，
音楽学習の認知機能強化の関する研究は初期的な段階
にあり，両者の関係を体系的に理解するためには，少
なくとも音楽学習や訓練（種類や期間等），言語的能
力（音素や読解の種類等）に関する正確な定義に基づ
き調査・実験を行い，第３の変数の影響や学習転移等
の要因を考慮しながら研究成果を整理統合していかな
ければならない。
３．研究課題の設定
　松川（2017, p.51）は，外国語教育の成果を上げる
ためには，特に，「良い耳」を育成する教育が重要で，
音楽学習と外国語学習における「長い時間をかけて，
積み重ねた知識を駆使して言語（音楽の場合は音楽言
語）を操る」という共通点を踏まえ，「両授業を同時
に行う，いわば外国語で音楽の授業を行う形式は，相
互に影響がうまく働いて効果的である」という論を展
開している。
　外国語が英語である場合，当然のことながら音楽と
英語の授業を合体させ，高い教育的効果を生み出すた
めには，音楽学習と英語学習の関係理解が不可欠であ
る。特に「良い耳」や「長い時間」といったファクター
を考えると，英語学習者のリスニング能力と音楽的背
景の関係を解明することは最重要研究課題の一つと位
置付けられよう。両者の体系的理解には「良い耳」の
育成方法等に繋がる基本的な情報・知見が含まれ，将
来的には教育的波及効果も期待できると思われる。
　しかしながら，そのような研究テーマの遂行にあ
たっては，先述したように，研究対象変数の正確な定
義，第３の変数の影響や学習転移等を踏まえた体系的
研究が必要になってくる。残念ながら，現時点では，
音楽的背景とリスニング能力の関係を体系的に調べた
研究は殆ど知られておらず，少なくとも日本人英語学
習者に関する音楽的背景とリスニング能力の関係はよ
く分かっていないのが現状である。
　本研究は日本人英語学習者を研究対象とし，特に，
１）対象変数に関する可能な限り正確かつ体系的定義，
２）第３の変数としての英語学習経験の把握，の２点
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に留意した調査研究で，日本人英語学習者の音楽的背
景とリスニング能力の関係を探ることをその目的とし
ている。下記は，その目的遂行のために設定したリサー
チクエスチョン（以下，RQ）である。
RQ1） リスニング能力と音楽的背景および英語学習経
験の関係はどのようなものか。
RQ2） RQ1）においてどのような音楽的背景が相対的
に重要な役割を果たすのか。
４．調査方法
4.1 調査における変数の定義
4.1.1 リスニング能力
　『応用言語学事典』（小池他（編）, 2003, p.757）は，
リスニング能力を測定するテストを，「部分的テスト」
（discrete test），「総合的テスト」（integrative test），
「統合的テスト」（globally inferential test）の３種類
に分類している。本調査では，調査対象者（「4.2 調査
対象者」を参照）の英語学習歴やテスト結果の信頼性
等を勘案し，総合的テストでリスニング能力（General 
Listening Proﬁ ciency: 以下，GLP）を測定することと
し，公益財団法人日本英語検定協会が実施している英
検２級の検定試験のリスニングテスト２回分（2011年
度６月・2013年度10月実施）を使用した。各リスニン
グテストは30の問題から構成されているが，それぞれ
の正答率の平均値により調査対象者の総合的リスニン
グ能力を定義した。
4.1.2 音楽的背景
　「音楽的背景」は幅の広い用語で，その定義は容易
ではない。例えば，『音楽実践学事典』（小島他（編）, 
2017, p.35）は，幼児期・児童期・思春期といった発
達段階における子どもと音楽的環境の関わりについて
言及し，児童期になると音や音楽との関わり方に意味
を求めるようになること等を論じているが，年齢を重
ねるにつれて「音楽的背景」の時間的スパンも大きく
なる。また，学校音学教育と個人レベルでの学外音楽
活動の要素を考えると，「音楽的背景」における内容
や密度にも幅が出てくる。
　本調査は，「音楽的背景」の位置付けに関して「楽
器に関するフォーマルなレッスン」等を研究対象とし
ている Fuller et. al (2012, p.1010) や「音楽を能動的に
聴いている時間」等を研究対象としている真島（2013, 
p.72）の研究フレームをベースにしたものである。デー
タ収集の際，上述の「時間的スパン」や「内容や密度」
がイメージされ易くなることに留意し，日本国内で公
教育を受けた一般的英語学習者の音楽的背景を１） 調
査対象者が小学校と中学校それぞれで受けた学校音楽
教育に対する「好嫌度」（「好き」の度合いが高くなれ
ばなるほど，相対的に音楽に対する取り組みが活発化
し，音楽的な活動量が増加する），２）小学校，中学校，
高等学校，大学のそれぞれの教育機関に所属していた
期間に調査対象者が行った学外における音楽活動の度
合，の２つ観点で定義することとした。
4.1.2.1 学校音楽教育に対する「好嫌度」
　言うまでもなく学校音楽教育は様々な要素から構成
されているが，『小学校学習指導要領（平成29年告示）
解説 音楽編』（文部科学省）等をベースに，学校音楽
教育に対する「好嫌度」を測定する対象として１）ボー
カル中心の曲を聴くこと，２）楽器中心の曲を聴くこ
と，３）歌うこと，４）楽器を演奏すること，５）楽
譜を見て演奏すること，６）楽譜を見て歌うこと，７）
１）～６）以外で見た場合の音楽の授業，の７つの項
目を設定した。
　これら７つの項目は，小学校音楽教育および中学校
音楽教育それぞれにおいて９段階自己評価（全く嫌い
だった：１，普通・平均：５，最高に好きだった：９）
により数量化されるが，７つの項目の数値合計により
調査対象者の小学校音楽教育および中学校音楽教育に
対する好嫌度を定義し，合計数値が高いほど好度が高
くなり，結果として相対的に音楽に対する取り組みが
活発化し，音楽的な活動量の増加が観察されるとした。
4.1.2.2 学外音楽活動の度合
　学校音楽教育同様，学外音楽活動も多種多様である
が，学外音楽活動の対象として，１）音楽教室等で，
音楽（楽器，声楽等）のレッスンを受ける機会，２）
クラブ・グループ等に所属し，放課後や週末，楽器（種
類に関係なく）の練習をする機会，３）クラブ・グルー
プ等に所属し，放課後や週末，歌（ジャンルに関係な
く）の練習をする機会，４）楽器演奏に関する発表会・
コンクール等に参加し，楽器の練習の成果を披露する
機会，５）合唱に関する発表会・コンクール等に参加
し，歌の練習の成果を披露する機会，６）音楽のコン
サート・演奏会等に行き，音楽（ジャンルに関係なく）
を聴く機会，７）１）～６）以外で見た場合の音楽（ジャ
ンルに関係なく）に触れ，楽しむ機会，の７つの項目
を設定した。
　これら７つの項目は，小学校時代における学外音楽
活動中学校時代における学外音楽活動，高校時代にお
ける学外音楽活動，大学時代における学外音楽活動の
それぞれにおいて９段階自己評価（全く機会がなかっ
た：１，普通・平均：５，最高に機会があった：９）
により数量化されるが，７つの項目の数値合計により
調査対象者の小学校時代から大学時代までの学外音楽
活動を定義するが，合計数値が高いほど学外での音楽
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活動が活発であると判断することとした。
4.1.3 英語学習経験
　調査対象者の英語学習経験（English Learning 
Experience：以下，ELE）を的確に定義し，総合的
な視点から適切に数量化することは容易なことではな
い。特に，データ収集において時間的制約がある場合，
尚更で，大きな困難を伴う。本調査では，極めて簡便
ではあるが，一つの試みとして１）小学校時代，２）
中学校時代，３）高等学校時代，４）大学時代，の４
つの段階におけるプライベートな英語学習経験（英会
話スクール，外国人講師からのレッスン等）の度合で
ELE を定義している。４つの項目に対する９段階自
己評価（全く機会がなかった：１，普通・平均：５，
最高に機会があった：９）の合計数値が高いほど「英
語に接している時間が多く，その結果，相対的に英語
が得意で，GLP において高いパフォーマンスを示す
傾向にある」と判断することとした。
4.2 調査対象者
　４年制大学に在籍する非英語専攻の大学生２年生66
名（男子学生44名，女子学生22名）が本調査に参加した。
4.3 調査時期・調査手順
　上述の調査対象者は，筆者が担当するリスニング能
力アップを目的とする一般英語の授業の受講者である
が，調査データの収集は2019年４月から６月の授業の
中で行った。
　調査開始に先立ち，2019年４月の第１回目の授業で，
授業活動に関する受講者の記録データや各種教育的調
査データの扱いについて趣旨説明を行い，趣旨同意書
によりデータの教育研究的活用の同意を得た。
4.3.1 総合的リスニング能力 
　授業では，受講生のリスニング能力を定期的（４月
初旬，６月初旬，７月下旬）に把握するために，総合
的リスニング能力診断テストを実施しているが，４月
初旬と６月初旬に行った２回の GLP テストのデータ
を調査対象データとした。なお，各 GLP テスト実施
に要した時間は解答・答え合わせ等で約40分である。
4.3.2英語学習経験
　音楽的背景と英語学習経験に関しては，上述の第１
回目の授業におけるデータの扱いに関する説明の後で
データ収集を行った。なお，データ収集に要した時間
は約20分である。
　データの収集はすべてマークシート記入方式で行
い，回収したマークシートのスコア化・集計にはマー
クシートリーダ（セコニック :「SR3500」）及びマー
クシート採点ソフト＜教育ソフトウェア：「SS くんⅢ」
（V.1.80）＞を使用した。
4.4 データ処理
　集計データの処理・分析には統計解析ソフト
（Addinsoft 社 : XLSTAT 2018）を使用した。先ず，
各データにおける外れ値（異常値）のチェックをスミ
ノルフ・グラブス検定により行った。検定の結果，各
変数において若干の外れ値があった（「大学での学外
音楽活動」の変数：p=.002等）が，授業内データ収
集における制約・限界等を勘案し，目的変数である
GLP データにおける３つの外れ値だけを調査対象か
ら外し，63名（男子学生43名，女子学生20名）分のデー
タを有効調査データとして分析に使用した。
4.5 データ分析の方法
　先ず，基本的な分析手順として，単回帰分析を行い，
GLP と音楽的背景を構成する上述の６つの変数それ
ぞれ，また，ELE との一対一の単純線形的な関係を
調べる。
　音楽的背景６変数および ELE は，GLP の説明変数
としてお互い補完し合ったり，また，相互に影響を及
ぼし合いながら説明変数の機能を高めたりしていると
思われる。本研究では，次に，重回帰分析の手法を用
い，１）GLP と音楽的背景６変数を基にした組み合
わせ変数及びELEとの間の複雑な関係，２）GLPと１）
における組み合わせ変数間の相互作用の要素（君山 , 
2004,pp.68-75, 間瀬他 , 2004,p.133）も加えた説明変数
群及び ELE との間の非線形的な複雑な関係を調べる。
　重回帰分析は GLP と音楽的背景６変数及び ELE と
の関係に関して様々な統計的情報を提供するが，その
中でも各変数の相対的重要度を把握することは特に重
要である。しかしながら，通常の重回帰分析において
は，説明変数内の相互作用項は元の変数との相関が高
く，多重共線性の問題が発生することがあり，各説明
変数の相対的重要度を的確に把握することが難しくな
る（菅 , 1993,p.75, 繁枡他 , 2008,pp.105-108）。本研究
では，最後に，「音楽的背景６変数及び ELE の各説明
変数がお互いに独立し相関しないように元のデータを
主成分ごとに集約し，それらを基に重回帰分析を行う
主成分回帰分析の手法（大野 ,1998,pp.203-214）を用
い，GLP の説明変数としての音楽的背景６変数およ
び ELE の相対的重要度を明らかにする。
５．データ分析
　ここでは，「３．研究課題の設定」における RQ1），
RQ2）に沿って調査結果を報告する。先ず，１）使用
データに関する基礎的情報（記述統計，GLP データ
および説明変数データの信頼性，GLP データの正規
性）の整理を行い，２）データ分析（単回帰分析，重
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回帰分析，主成分回帰分析）の主要結果を報告する。
5.1 GLP と音楽的背景・ELEの関係性（RQ1）
5.1.1 使用データに関する基礎的情報
　目的変数である GLP と説明変数である音楽的背
景６変数・ELE の間の関係を調べるためのデータと
して，上述の有効調査データ（n=63）を使用した。
Table 1は，そのデータに関する記述統計量である。
　Table 1で提示された８つの変数データの信頼度係
数（標準化されたクロンバックα係数）を計算した。
α係数が0.6を下回る変数はなく，また，全体のα係
数の平均も0.80で，この８変数は一定の信頼性は有し，
そのまま各種統計分析に用いることができるものと判
断した（Dörnyei, 2007,p.207)。
　GLP データの正規分布性に関しては Shapiro-Wilk
の正規性検定を行ったが，検定の結果，データは正
規分布に従っていることを確認した（W=.97, p=.17, 
α =.05）。この検定結果により，下記の単回帰分析・
重回帰分析・主成分回帰分析において GLP データを
目的変数として用いることができると判断した。
5.1.2 単回帰分析：GLPと個々の説明変数の関係性
　先ず，GLP と音楽的背景６変数・ELE それぞれと
の一対一的で単純な関係を調べるために単回帰分析を
行った。Table 2は，その分析結果を纏めたものである。
　Table 2が示しているように，GLP と音楽的背景６
変数それぞれとの間には統計的に有意な関係は認め
られないが，GLP と ELE の間には弱いながらも統計
的に有意な関係が見られ＜自由度調整済み決定係数
（AdjR2）=.13, F(1,61)=10.25, p=.00＞，GLP の分散の
13％を ELE で説明できることがわかった。
5.1.3重回帰分析：GLPと複数説明変数（積項を含む）
の関係性
　上述の単回帰分析は GLP と音楽的背景６変数・
ELE の間の関係の一部を明らかにしたに過ぎない。
両者間の複雑な関係を理解するためには，上記の「4.5
データ分析の方法」で述べたように，１）音楽的背景
６変数・ELE の組み合わせ，２）１）における組み
合わせ変数間の相互作用項の使用，を踏まえた重回帰
分析も行ってみる必要がある。
　重回帰分析においては，説明変数が多くなれば多く
なるほど，その組み合わせは膨大なものとなり，調査
結果の解釈が著しく困難になる。本研究では，一つの
試みとして，１）有効調査データの規模を考え，使用
説明変数は３まで，２）分析結果に対する解釈の簡便
性を考え，相互作用は２次項（２つの変数の積），で
分析を行い，自由度調整済み決定係数（AdjR2）が最
大になる説明変数の組み合わせを求めた。Table 3は
その結果を纏めたものである。なお，上段は説明変数
の組み合わせのみに基づき分析したもので，また，下
段は説明変数に相互作用項を含めて分析したものであ
る。
　Table 3は，単回帰分析では明らかにできなかった
GLP と音楽的背景６変数・ELE の関係性を示してい
る。小学校音楽活動，中学校音楽活動，ELE の３つ
の説明変数群（以下，説明変数群 A）は GLP と統計
的に有意な関係 (AdjR2=.15, F(2,60) =4.71, p=.00) にあ
り，GLP の分散の15％を説明することができる。さ
らに，小学校音楽活動と ELE の積，中学校音楽活
動，高等学校音楽活動と ELE の積の３つの説明変数
（以下，説明変数群 B）は統計的に見ても GLP とよ
り密接な関係 (AdjR2=.27, F(2,60)=8.52, p=.00) にあり，
GLP の分散の27％を説明することができる。
Table 1: 記述統計量（GLP/ 音楽的背景 /ELE，n=63）
Table 2: 単回帰分析（GLP‒ 音楽的背景 /ELE，n=63）
Table 3: 重回帰分析（GLP‒ 音楽的背景 /ELE，n=63）
ኚᩘ ᭱పⅬ ᭱㧗Ⅼ ᖹᆒ ᶆ‽೫ᕪ
G L P 12.00 48.00 28.98 8.24
ᑠ:㡢Ꮫᩍ⫱ 7.00 63.00 41.83 12.54
ᑠ:㡢ᴦάື 7.00 59.00 24.00 12.28
୰:㡢ᴦᩍ⫱ 12.00 63.00 41.18 12.13
୰:㡢ᴦάື 7.00 54.00 21.08 12.72
㧗:㡢ᴦάື 7.00 55.00 17.16 10.60
኱:㡢Ꮫάື 7.00 45.00 15.46 7.69
E L E 4.00 22.00 8.71 5.17
┠ⓗኚᩘ–ㄝ᫂ኚᩘ AdjR2 F P
GLP
ᑠ:㡢Ꮫᩍ⫱ -.00 .72 .40
ᑠ:㡢ᴦάື -.02 .03 .85
୰:㡢ᴦᩍ⫱ -.01 .65 .42
୰:㡢ᴦάື .01 1.42 .24
㧗:㡢ᴦάື -.01 .18 .68
኱:㡢Ꮫάື -.01 .33 .57
E L E .13 10.25 .00
┠ⓗኚᩘ–ㄝ᫂ኚᩘ AdjR2 F P
<┦஫స⏝㡯࡞ࡋ>
GLP 1.ᑠ:㡢ᴦάື
2.୰:㡢ᴦάື
3.ELE .15 4.71 .00
<┦஫స⏝㡯࠶ࡾ>
GLP 1.ᑠ:㡢ᴦάືELE
2.୰:㡢ᴦάື
3.㧗:㡢ᴦάືELE .27 8.52 .00
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5.2 主成分回帰分析：GLPとの関係における説明変数
の相対的重要性（RQ2）
　上記の重回帰分析により，GLP と音楽的背景６変
数・ELE の間の関係が複雑であることが明らかになっ
たが，そのような関係をより詳しく理解するためには
説明変数の相対的重要性を明らかにする必要がある。
上記の「4.5データ分析の方法」で述べたように，説
明変数の相対的重要性を的確に把握する方法の一つ
は，主成分回帰分析の結果に基づき，各説明変数の標
準化係数の大きさ（絶対値の大きさ）を検討すること
である。
　上記の重回帰分析において導き出された説明変数群
A と B と GLP の関係を主成分回帰分析で改めて調べ
た（それぞれの説明変数群に関して第１主成分と第２
主成分で元の説明変数全体の90％程度をカバーするこ
とがわかったので，それぞれの第１主成分と第２主成
分における主成分得点を新説明変数として用いた）が，
基礎的統計情報（AdjR2，F 値，P 値等）および分析
結果は一致していた。
　Table 4と Table 5は，説明変数群 A と B を構成す
る各変数の相対的重要度をそれぞれ示したものであ
る。
　Table 4における標準化係数の絶対値の大きさが示
しているように，GLP との関係において最も重要な
説明変数は ELE である（p=.00）。中学校音楽活動や
小学校音楽活動は，統計的には有意な説明変数ではな
いが（それぞれ p=.06, .23），３つの変数からなる説明
変数群 A というコンテキストで考えれば，中学校音
楽活動や小学校音楽活動と GLP の間には関係がある
と思われる。ちなみに，Table 2が示しているように，
単独変数としての ELE は GLP の分散の13％を説明で
きるが，説明変数群 A の説明率が15％であることを
考えると，その差２％は，中学校音楽活動や小学校音
楽活動による説明力とも解釈できる。勿論，２％の説
明力が調査上の誤差である可能性も否定できないが，
「音楽的背景」と GLP が何らかの形で関連しているこ
とも十分にあり得る。さらなる調査が必要であろう。
　同様に，Table 5における標準化係数の絶対値の大
きさが示しているように，GLP との関係において重
要な説明変数は中学校音楽活動と小学校音楽活動と
ELE の積項である（それぞれ p=.00）。GLP に対する
説明変数群 B の説明率は27％であるが，説明変数群
B から中学校音楽活動を外し，再度分析すると，その
説明率は12.3％（p=.01）に下がる。また，同じように，
小学校音楽活動と ELE の積項を外すと，その説明率
は16.0％（p=.00）に下がる。このような GLP の説明
率の低下率を勘案すると，説明変数として「中学校音
楽活動」の相対的重要性が窺える。確かに，「中学校
音楽活動」単独では GLP との関係は現れないが，説
明変数群Bのような「条件」が整うと「中学校音楽活動」
と GLP の関係が浮かび上がってくるのかもしれない。
６．考察
　「３．研究課題の設定」で述べたように，本研究に
おけるリサーチクエスチョンは，１）リスニング能力
に対する「音楽的背景」および「英語学習経験」の関
係性はどのようなものか，２）１）においてどのよう
な音楽的背景が相対的に重要な役割を果たすのか，で
あった。
6.1 リスニング能力と音楽的背景および英語学習経験
の関係性
　一般的に，「英語学習経験」の数値が高い学習者は，
英語に接する時間が多く，英語が得意である可能性が
高い。結果的にリスニングのパフォーマンスにおいて
も力を発揮すると考えられる。また，学校音楽教育や
学外音楽活動において，音楽に接する時間が多くなる
と耳の訓練にもなり，結果的に広い意味でリスニング
のパフォーマンス向上に繋がる可能性がある。
　上記の単回帰分析で明らかにされたように，「英語
学習経験」とリスニング能力の関係は，経験上，比較
的捉えやすく，程度の差はあるにしても ELE と GLP
の関係は現れやすいが，音楽とリスニング能力の関係
には捉え難い側面があり，状況によっては観察された
り，また，他の要素が絡むと「消えたり」することも
あるのではないだろうか。
　しかしながら，リスニングとの繋がりというコンテ
キストで考えれば，学習者の「英語学習経験」と「音
楽的背景」は密接に関連し，影響を及ぼしている可能
Table 4: 説明変数の相対的重要度（説明変数群A）
Table 5: 説明変数の相対的重要度（説明変数群B）
ㄝ᫂ኚᩘ ᶆ‽໬ಀᩘ ᶆ‽ㄗᕪ t P
1.ELE .40 .12 3.14 .00
2.୰:㡢ᴦάື -.30 .16 -1.90 .06
3.ᑠ:㡢ᴦάື .19 .16 1.20 .23
ㄝ᫂ኚᩘ ᶆ‽໬ಀᩘ ᶆ‽ㄗᕪ t P
1.୰:㡢ᴦάື -.46 .13 -3.57 .00
2.ᑠ:㡢ᴦάື .45 .14 3.12 .00
ELE
3.㧗:㡢ᴦάື .22 .15 1.42 .16
ELE
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性がある。本調査では，重回帰分析により，１）リス
ニング能力の説明変数として「音楽的背景」と「英語
学習経験」が独立している部分がある可能性があるこ
と，また，２）「音楽的背景」と「英語学習経験」が
お互いに影響しながら単なる加法的効果以上の増幅的
交互作用（Andersson et al., 2014, p.1064) を引き起こ
し，GLP の構成要素と「反応」している可能性があ
ることが明らかにされた。表面的にはリスニング能力
と「音楽的背景」の関係は現れにくいと思われるが，
「音楽的背景」の複数変数と「英語学習経験」で GLP
の分散の27％を説明できるほどの関係が観測されたこ
とは注目に値するであろう。
6.2 音楽的背景変数の相対的重要性
　本研究は，「音楽的背景」を内容的には学校音楽教
育と学外音楽活動，また，時間的には小学校，中学校，
高等学校，大学，で定義し，全部で６つの変数を研究
対象とした。重回帰分析の結果で明らかにされたこと
は，１）GLP の説明変数として選ばれたのは学外音
楽活動に関する変数のみで，また，２）全体的には，
小学校・中学校時代の学外音楽活動の変数が重要であ
ることである。
　学校音楽教育と比較し，概して，学外音楽活動は自
主的，自発的である（親からの強制もあるが）ことが
多く，そこでは音楽的な活動も充実し，高いレベルに
おいて音楽的な活動量が確保できると思われる。例え
ば，瞬時に細かい音の変化を捉え，また，様々な音の
組み合わせやメロディー等に関して音声処理能力も高
くなるであろう。学外音楽的活動で身についたそのよ
うな能力が，少なくとも間接的にはリスニングのパ
フォーマンスに良い影響を及ぼすことは十分に考えら
れることである。
　小学校・中学校時代の学外音楽活動が説明変数とし
て選択される理由としては，音に敏感な低年齢期にお
ける音楽の基礎的素養（音の違いの識別能力や音をま
とまりとして聴き，意味あるものと認識する能力等）
や，また，小学校時代と中学校時代（９年間）の連続
性や相互作用的な要素なども考えられる。小学校・中
学校時代の学外音楽活動で身についた基礎的素養がリ
スニングにおける基本的情報処理の土台になっている
のかもしれない。
終わりに
　「音楽的背景」とリスニング能力の間に統計的に有
意な関係が認められたが，例えば，「置かれた英語の
学習環境に関わらず，学外で音楽活動を頻繁に行う人
は，結果的にリスニングも得意である」などと言える
ようになるためにはさらなる研究が必要である。
　妥当性，信頼性の問題もあり，今回の ELE による
グルーピングは試行錯誤的なものであったが，「英語
学習経験」と「音楽的背景」が独立してリスニング能
力に関与している可能性があることを示すことができ
た点では研究の方向性を確認できたのではないだろう
か。
　「音楽的背景」としての学外音楽活動の相対的重要
性に関しては経験的には理解できる部分もあると思わ
れる。しかしながら，学校音楽教育の価値が否定され
たわけではなく，学校音楽教育が別の次元で学外音楽
活動と相互作用的に結びつき，学習者に音楽のエッセ
ンスを授け，リスニング能力向上に繋がるきっかけに
なる機能があるかもしれない。複雑さ故に，相互作用
的関係の解釈には注意を要するが，英語学習者が受け
てきた学校音楽教育の在り方や，また音楽そのものに
対する興味関心等にも注意を払いながら分析結果を解
釈していけば，「音楽的背景」とリスニング力の体系
的理解に近づくことができるであろう。
　今回の研究では，「音楽的背景」の６つの変数それ
ぞれは７つの項目から構成されたが，例えば，収集し
たデータを再編成し小学校レベルから大学レベルにお
ける「歌を歌う機会」など，音楽技能に特化した変数
を設定し，その変数とリスニング能力との関係を調査
することも必要であろう。いずれにしても，「音楽的
背景」や「英語学習経験」の定義方法に修正を加えた
り，またその精度を上げて追調査を行う必要がある。
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